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介護保険法に基づくサ－ビスの提供
①居宅サ－ビス

訪問介護、 通所介護、 訪問看護、 ショ－トステイ、

特定施設（ケアハウス） への入居、福祉用具レンタル

②地域密着型サ－ビス

グル－プホ－ムなど地域密着型施設などへの入居

⇒ 地域住民との交流盛ん(イベント参加、認知症理解を地域住民へ促す)

③施設サ－ビス

介護保険施設 （ 要介護１以上の認定を受けた方が対象 ）

入居時費用０円、 月額費用が低い

＊特別養護老人保健施設（特養） ＊介護老人保健施設（老健） ＊介護医療院

＊介護療養型医療施設(２０２３年廃止し介護医療院へ)

民間企業が運営する有料老人ホ－ムも増加
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介護保険施設とは
介護保健サ－ビスを利用して入居できる公的介護施設

2000年～ 2023年～

＊特別養護老人ホ－ム（特養） ⇒ ＊ 特別養護老人ホ－ム（特養）

＊介護老人保健施設（老健） ⇒ ＊ 介護老人保健施設（老健）

＊介護療養型医療施設 ⇒ ＊ 介護医療院

＊介護医療院（2018年～）
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介護保険施設のサ－ビス内容
～６５歳以上、 終身で介護受けられる～

特 養 老 健 医療院 2018年から

目的 常時介護が必要な高
齢者の受け入れ

リハビリにおける在宅復帰 医学的な管理下での介護

要介護 ３以上 １以上 １以上

日常生活上の必要
な介護

◎ ○ ○

医療ケア △ ○ ◎

認知症受け入れ ○ ○ ○

リハビリ ○ ◎ ○

レクリエ－ション ○ ○ △

看取り ○ △ ○

＊デイケアサ－
ビスあり

＊３～６か月の
利用

＊平均介護度4.3
＊終身制ではない
＊医療的ケアが中心
＊月額９～１７万
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人員配置基準
特養 老健 医療院

医師 健康管理療養上指導必
要な数

常勤１以上､１００：１↑ ４８：１以上(宿直)

薬剤師 なし ３００：１標準 １５０：１

介護職員 合 ３：１以上 ３：１以上 ５：１以上

看護職員 計 常勤１↑換算必要数 看護は２／７程度 ６：１以上(2割看護師)

生活指導員 常勤１以上(１００：１↑) 常勤１以上(１００：１↑)

介護支援専門
員

常勤１以上
１００：１以上

常勤1以上
１００：１以上

＊介護支援専門員
常勤１人以上

機能訓練指導
員（リハ)

１以上 100：1以上義務配置 ＊リハ適当数

栄養士 １以上 100：１以上 １００：１以上 5



新時代と特別養護老人ホ－ム
ユニットケアとは個別ケアの実現！

老人福祉法と介護保健法が関係する

施設内で入居者とスタッフが共同生活をしなが
ら、一人一人の生活リズムにあった生活が送れる
ようにサポ－トする介護ケアを行っていること
2001年から始まった介護スタイル

固定されたメンバ－とスタッフでケアが行われる
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神奈川県特養施設 令和4年1月1日現在

圏域 施設数 入所 短期入所

横浜 １６２ １６８９５ １８４７

川崎 ５６ ４９０２ ６２１

相模原 ３９ ３２２４ ４５２

横須賀三浦 ４１ ３８８９ ５７８

県央 ４５ ３３１２ ５２４

湘南東部 ３３ ２５６７ ３２６

湘南西部 ２９ ２４４６ ３６４

県西 ２１ １７６８ ２１５

計 ４２６ ３９００３ ４９２７
計

４３９３０床

鶴見区
＊７施設
＊７４８床(本)
＊115床(短)
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入所者状況 全国10401事業所･受給者61万人

療養型医療施設 特 養 老 健

平均要介護度 ４．３５↓ ３．９４↑ ３．２１↓

平均在所・在院日数 492↑ １２８５(3.5年)↓ ３００↓

年齢 85歳↑46.8%
95歳↑14.1%

認知日常生活自立
度割合

自立1.2%､
Ⅲ37.5%､Ⅳ18.3％
Ｍ3.9％

障害日常生活自立
度割合

自立0.5%､
B52.5％､Ｃ24.5％
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入所・退所経路（％）
療養型医療施設 特養 老健

入所 家庭 8.9 35.1 31.1

特養 1.3 10.0 2.7

老健 3.5 18.1 0.9

医療機関 77.0 17.6 51.2

退所 死亡 47.2 67.5 12.0

家庭 7.7 1.0 33.1

特養 5.7 2.4 10.5

老健 6.6 0.4 2.5

医療機関 28.9 26.8 36.6
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介護施設（特養）現状と課題
１、全国で10401事業所、受給者数61万人

２、要介護度4.０で、3以上の入所者割合が増加中

３、低所得者（1～3段階・非課税世帯）は70％を占める

４、入所者2に対して職員1人程度で手厚く配置

５、ユニット個室型施設割合７０％目標、43.6%到達である。

多床室型に比し、研修を受けたリ－ダ－専従配置を多く配置

６、介護ニ－ズ需要増や機能維持のために一層の促進を求める

７、要介護高齢者の生活施設であり、終の棲家で、看取りの重要性↑

８、災害時に備え、具体的計画作成と訓練・感染症対策の実施が運

営上の義務付あり 10



介護施設で働く看護師の現状と課題

＊重度ケアを要する利用者が多い

＊唯一の医療人

＊ベテランが多い

暮らしに寄り添う
～看護本来の仕事～

地域包括ケア時代を支える看護師
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